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◆研究の最前線で活躍する執筆者が CO2 の吸着・吸収材料から分離･回収･貯留技術を解説！ 
◆回収した CO2 のモニタリング、貯留信頼性について紹介！ 
◆近年注目が集まる「ダイレクトエアキャプチャー（DAC）」、「BECCS」についても紹介！ 
◆CO2 の吸着・回収・貯留技術の最新動向が体系的に理解できる一冊！ 
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